





















































































































露 ○ E三毒｡ ６ ＫＴＢ９９０４－ｌＯ２５７径１．２ｃｍ1k籔
手付鉢の取手部分で､鉄釉で「金城｣銘が書かれている。北氏は､「｢金｣字の最後の一画が長く、｢赤
絵草花文碗」銘や、石野龍山旧蔵の「染付山水図徳利」胴部銘の書体に共通し、また鉄釉と白釉の
使用が寺島蔵人邸跡の所蔵で、鉄釉による文化丁卯（４年＝1807）「乾泉亭」文字入りの「猪口｣、
同「小蓋付碗｣、同「蓋付碗」にもあることから、春|ﾖ山窯の初期の一例と考えられる」とした。
－２８－
焼鳥コレクションにある「金城／製造」銘のⅢについて
筆者は、科学研究費基盤研究（C）「殖産興業としての再興九谷焼の資料化と消費遺跡からみる九
谷焼の流通」の研究の－作業として、金沢大学が所有する焼鳥コレクションのうちの九谷焼を実見
した。その中に「金城／製造」銘を持つ大皿があり、銘から春日山窯の製品かと考えていた。今
回北氏に写真を見ての御感想をうかがうと、以下のようであった。
１，表面余白部の赤の細描が気になる。
２，赤の絵の具や、紺青。紫など、春日山窯の絵の具の質と異なるように思われる。
３，銘は、「金城／製造」（しんにゆうの上が点２個）でないかと思われる。
４，銘の角が入隅となっていて、今まで春日山窯の作品では見たことがない。
５，全体に筆法が硬いような感じがする。
６，「木米」銘で、明治以後の偽物をこれまで沢山みてきたが、その手に近いように感じられる。
あくまでも写真での印象をお聞きしただけであるが、春日山窯の可能性は低いようである。径
４０ｃｍほどの大皿で、日常の生活で使うには重過ぎる。また、皿の表にも裏にも細かく描かれた絵
柄から、実際に使うよりも装飾品としての目的が適していると納得:する。
金沢大学資料館蔵再興九谷「金城／製造」銘色絵大皿
おわりに
春日山窯は１０年ほどの短期間の窯であったが、京都から木米や貞吉を呼んでその成功が大いに
期待された窯であった。金沢市内の遺跡からも宝町遺跡出土品と同じ速筆の絵柄の碗が出土してい
るところを見ると、大量生産品として作られていたことが想像される。その意味では宝町遺跡出土
の品々は、再興九谷焼初の磁器生産をした春日山窯が自国の庶民向け日常品を作る目的での開窯で
あったこと、そして目的どおりに実際に日常生活に取り入れられていたことを証明するものである。
全国的な流通には及ばなかったが、わずか１０年間しか稼動しなくとも当初の目的を遂げているこ
とに注目したい。
一点ものは遺跡からはなかなか発見されない。伝世品の中にも春日山窯といわれるものを見るこ
とが多いが、後の時代の習作であったり陶工の技術の挑戦であったりする作品のほうが多い。春日
山窯の生産状況から、一点ものを作るほどに成熟した時間がまだ来ないうちに廃窯になってしまっ
た可能性がある。末筆ながら、御指導いただいた北春千代氏に深く御礼申し上げる。
－２９－
